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はじめに

本日お伝えしたいこと

 NRIは、産業技術総合研究所（AIST）の⼈⼯知能研究センターとともに、
AI活⽤社会のあり⽅と課題について、2016年4⽉から調査・研究を⾏ってきました。

 ⼀部を除く⽇本企業においては、現在のAI活⽤の取り組み⽅には⼤きな問題があり、
期待する成果は得られそうにありません。

 問題解決に向けては、「ユーザー視点」、「データ連携」、「中⻑期」をキーワードに、
アプローチを改める必要があります。

 今後は、将来シナリオやコンセプトムービーなどの活⽤を通じて、技術・サービス開発に
「ユーザー視点」を取り⼊れると共に、コンソーシアムなどの場を使って、企業・業界の枠
を越えた「データ連携」を進めることが重要です。

 そうすることで、「効率化」や「労働代替」にのみ矮⼩化されたAI活⽤の議論から、
「新しい市場の創造」、「社会全体の利便性向上」を⽬指したものにパラダイムをシフト
させることができます。



Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 3

はじめに NRIとAIST（産業技術総合研究所）の取り組みのご紹介

NRIでは、産業技術総合研究所の人工知能研究センター（AI研究センター）
とともに、AIが普及した社会、ビジネスの将来像を調査・研究している。

（１）
AI普及社会の将来コンセプトの提⽰

（コンセプトムービー＊の制作）

（２）
AIを普及させる上での課題や
進め⽅に関する調査・分析

（３）
AIが学習するための標準データの
整備（仮想店舗での⼩売実験）

AI研究センターとの取り組み

Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 22

５．産業領域別のAI活用の進みやすさ

 ニーズ、データ化のしやすさで評価すると、ウェルネス・ヘルスケアはニーズが大きく、自動車、運輸、小売などは
データ化が進みやすい
（根拠データ、ロジックは参考資料をご参照）

ニーズの大きさ、データ化のしやすさで評価すると、ウェルネス・ヘルスケアや
自動車、運輸といった産業が活用が進みやすい
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３．生活インテリジェンスデータプラットフォーム Ⅰ.行動シナリオ、実験概要作成

案４(=案２’)．無人店舗における購買行動を踏まえた最適販促（クーポン等）：

顧客の “購買時の感性”を分析し、販売促進に繋げる

【1】取り組みイメージ

【2】収集データ、ユーザー、デバイス 【3】取り組みの意義

◆目的
店舗（セレクトショップ）での販売促進施策を通じた“購買時の感性”を把握・
分析し、最適な販促に繋げていく
◆やること・データの活用用途
1. ⼊店〜店内移動〜商品閲覧〜商品選択・決済〜商品⽀払までの“購買
時の感性”の変化の情報を取得する。
2. その際の移動座標（体全体の横⽅向、⼿の縦⽅向）を取って、感性との
関係を分析する。
3. 顧客毎、商品毎に購買までのデータを⽐較し、顧客毎の販促、商品毎の販
促に役⽴てる。
4. 動的な販促により、（今後の）デジタルサイネージ〜スマホプッシュ広告
（ビーコン活⽤）などの販促施策も検討する
5. また、 “購買時の感性”の情報から、どのようなデータ項⽬を今後⾃動的に
採取できれば良いかを検討する

対象ユーザー 収集データ モジュールデバイス

顧客 店舗内の移動エリア／時間帯 スマホ（GPS）など

購買商品
購買時の感性：⾼揚感（意欲）

POS
スマホ（情報検索、または
ヒアリング）

店舗 商品棚・レジ ー

店舗販売情報（販売商品） POS（またはヒアリング）

◆展開可能性
無⼈店舗におけるリアルタイム商品配置、販促・広告
デバイスは、顧客のスマホの、店舗のデジタルサイネージのみならず、顧客の
ウェアラブル端末、店舗の⾳波（誘導⽤）など、デジタルマーケティングの進
化をより検討できる
◆従来の取り組みとの違い
• 位置・時間情報に滞留時間や⾼揚感情報も組み合わせることで、“購買

時の感性”をシステマチックに収集でき、より深堀りした分析が可能
• VRデバイスを⽤いたショッピングなどをアプリケーションとして想定。新しい技

術によって、より効果的な改善策を実現し得る

行動イメージ
（オレンジ線：Dさんの動線）

顧客Dさん

商品棚

商品棚

商
品
棚

出所）産業技術総合研究所 ラボ

出所）産業技術総合研究所（広報ムービー）

＊ NEDO委託事業「⼈間と相互理解できる次世代⼈⼯知能技術の研究開発」による制作
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「よくあるAI活用議論」と「AI活用の本来果たす役割」のギャップ

AI活用の本筋は、効率化や労働代替ではなく、
人とAIの役割分担を通じた新しい需要・市場の創造にある。

活⽤⽅法を考える主体

よくあるAI活⽤議論 AI活⽤の本来果たす役割

AIの価値を「効率化」にフォーカスしすぎて
おり、限られた⼀側⾯しか捉えていない

「新しい市場の創造｣｢社会全体の利便性向上｣
こそがAIの本来の価値

⼀部の企業、技術者 社会全体、個々⼈

AIの役割 AIがすべてを⾏い、
⼈の仕事・役割を奪う

AIは⼈の意思決定、⾏動のサポーター
⼈とAIの役割分担で、⽣活が豊かになる

AIと⼈のかかわり 関係性の中⼼は「⼈とAI」で、
⼈がAIに合わせる

「⼈と⼈」が関係性の中⼼で、
AIが⼈を理解し、⼈同⼠の理解や交流

を促進する

AIが提供するもの 答え 確率推論・シミュレーションを基にした
選択肢
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日本企業のAI活用の進行度

近年、日本でも多くの企業でAI活用を検討・実施しているが、
たいていは活用方法の具体化やデータ蓄積の段階で停滞している。

ステージ 課題例 活⽤推進の阻害要因例 業界・
領域例

Ⅰ AI活⽤に懐疑的な状態 • AI活⽤の必要性、メリット・デメリットに
関する認識の共有

• 既存⼿段に対する慣れ、
新しいものの学習コスト

• 安定した既存事業の存在

Ⅱ AIに期待はあるが、具体性がない状態
• 具体的なユースケースの提⽰
• 活⽤の効果・コストの明確化
• キープレイヤーの関与

• 効果、コストの不透明さ
• 検討の枠組みの無さ

Ⅲ
活⽤の仕⽅に関する仮説はあるが、
技術改良・データ蓄積を⾏っている状態
（ラボステージ）

• 技術改良・データ蓄積のための
リソース（⼈、資⾦等）への投資

• プレイヤー間のデータ連携
• 安定した投資主体の不在
• データフォーマットの不揃い

Ⅳ
技術改良・データ蓄積が進み、
精度向上を続けている状態
（実証実験ステージ）

• 制度設計、社会的コンセンサス作り
• 倫理課題の解消
• アウトプットの魅⼒の啓蒙

• 既存の制度、社会システム
からの反発

Ⅴ 実社会での普及が可能な状態 • ユーザーの⾏動変容を促す仕掛け
• 悪影響を被るプレイヤーへのケア • 移⾏期に⽣じる⼀時的な不便

ウ
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AIの活⽤ステージと各ステージの課題
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日本企業が抱える課題

日本企業が検討を進めている現在のAI活用策では、重大な問題を抱えており、
その主因は、取り組みのアプローチ方法にある。

多くの⽇本企業におけるAI活⽤上の問題

現在のアプローチ 直⾯している/今後直⾯する問題

個別の企業、業界が、主に技術者視点、
サービス提供者視点で開発している

（技術志向⼀辺倒）

企業、業界を越えた本格的な連携、
共同開発がほとんどない

AIブームに乗った、近視眼的な
取り組みが多い

①

②

③

サービスとユーザー体験が分断されている
＝使いにくく、普及しない

（適切なニーズとマッチしない）

無理なく⾃然な体験を実現するサービスの開発、
AI活⽤のための新たなデータが収集できない

（機械学習に基づくAIの性能向上が⾒込めない）

短期的な費⽤対効果を求め過ぎるあまり、
とりあえず使える“AI”ツールを使っている
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AI活用の新たなアプローチ

AI活用のアプローチを、「ユーザー視点」、「データ連携」、「中長期」に変える必要がある。

今後取るべき⽅針

現在のアプローチ 今後取るべきアプローチ

個別の企業、業界が、主に技術者視点、
サービス提供者視点で開発している

（技術志向⼀辺倒）

企業、業界を越えた本格的な連携、
共同開発がほとんどない

AIブームに乗った、近視眼的な
取り組みが多い

①

②

③

ユーザー・⽣活者視点でのサービス、技術開発

企業、業界をこえたデータ連携によるビジネス開発

将来価値まで⾒込んだ中⻑期的な研究開発・投資
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AI for your life ～暮らしに広がる人工知能～

AI活用の新しいアプローチの例：NRIとAISTが制作したムービーのご紹介
https://youtu.be/qpXJ71dDWrw

AIを活⽤した⽣活・⽇常のコンセプトムービー＊

（2023年を想定）

出所）産業技術総合研究所（広報ムービー）

＊ NEDO委託事業
「⼈間と相互理解できる
次世代⼈⼯知能技術
の研究開発」による制作
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AI for your life ～暮らしに広がる人工知能～

コンセプトムービーの全シーン（全体の流れ）

•朝の出勤前、妻が夫の興味の
ありそうなニュースをクリップ

•AIが⼦供の体調変化を検知し、
⺟に伝達

•インフルエンザの流⾏状況を
考慮した選択肢をAIが提⽰

•⽋席による学習への影響度の
予測と対応策の提案

•⽗と⺟が相談し、⼦供を休ませる

•過去の利⽤履歴や親のスケジュー
ルから判断し、ベビーシッターを⼿配

•体調回復に役⽴つ⾷材の⼿配
•⼤学⽣が空いた時間で
ベビーシッターをバイトとして⾏う

•ベビーシッターに⼦供を預けて
夫婦は出勤

•⾃動運転⾞で通勤
•通勤ルートや⾳楽を選択
•⼈のマニュアル運転も可能
•他の⾞等と連携し、円滑な
⾛⾏を実現

•⼦供へのプレゼントを検討、購⼊

•⺟が⼣⾷のメニュー選び
•趣味のネイルグッズも購⼊

•祖⺟がVRで“外出”
•VRで観光案内

•遠隔地の祖⺟と⺟との
コミュニケーション

•医師による遠隔診断、モニタリング

•⽗と⼦供、ベビーシッターが
コミュニケーション

•ベビーシッターによる知育

•亡くなった祖⽗と⼦供の
コミュニケーション

•祖⽗のアドバイスによって
⼦供が気づきを獲得

•5時（本業定時）にオフィスを退社
•週末のネイル教室（副業）の調整

•出勤時に購⼊したプレゼントの受取
•最適なタイミング、場所で配送

•⼦供の教育、健康データの可視化

•AIによる⾃然な⽇常の撮影
•ログの蓄積による今後への展開

AIを活⽤した⽣活・⽇常のコンセプトムービーの全シーン
｢あらゆる⽣活サービス（産業）がリアルタイム、かつシームレスにつながる｣ことを表現

解
説
①

解
説
②

解
説
③

解
説
③

解
説
④
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AI for your life ～暮らしに広がる人工知能～

コンセプトムービーのシーン解説①
社会に与える影響をシミュレーションし、人の全体最適な意思決定をAIが支援

【ライフログを⽤いた健康管理】

＜ユーザーにとっての価値＞
ユーザーの健康情報や室内外の環境データから、
体調変化を検知、悪化リスクを予測することで、
育児や介護における緊急対応の必要性を知らせる

【家族や社会への影響シナリオのシミュレーション】

＜ユーザーにとっての価値＞
地域社会や医療機関などとのリアルタイムなデータ連携
を通じて、ユーザーが取る⾏動が、⾃⾝や家族、社会に
与える影響をシミュレート。
全体最適な意思決定ができるようにAIが⽀援

＜社会にとっての価値＞
病気・怪我の早期発⾒、感染拡⼤防⽌による医療コスト
の低減や、育児に伴う親の労働機会逸失の予防、
仕事に集中できることによる⽣産性の向上につながる

出所）産業技術総合研究所（広報ムービー）
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AI for your life ～暮らしに広がる人工知能～

コンセプトムービーのシーン解説②
AIが需要と供給をマッチングすることで、人の多様な働き方・生き方をサポート

【AIによる“空気を読んだ”提案】

過去の利⽤履歴だけでなく、ユーザーのサービス利⽤⽬的
やその都度の状況、サービス提供者の特性（例：教育
能⼒、看護能⼒）を考慮し、 AIが選択肢を提案。
AIの提案を参考にしつつも、最後は⼈が意思決定を⾏い、
その結果をまたAIにフィードバックすることで、
次の学習につながる

【需要と供給のマッチング】

＜ユーザーにとっての価値＞
AIが無数に⽣じる需要と供給をマッチングすることで、
⼈はフルタイムで働くだけでなく、⾃⾝の状況に合わせた
多様な働き⽅・⽣き⽅が可能に。
例えば、空いた時間に、パートタイムの仕事を⾏い、
無理なく、学業との両⽴を実現できる

＜社会にとっての価値＞
個⼈の時間の切り売りを通じ、労働⼒・時間を有効活⽤
できるとともに、待機児童問題の解消にもつながる

出所）産業技術総合研究所（広報ムービー）
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AI for your life ～暮らしに広がる人工知能～

コンセプトムービーのシーン解説③
C２Cのシェアリング と 時間と場所を合せた物流サービス

【⼦どものプレゼントを検討・購⼊】
＜ユーザーにとっての価値＞
単に購買履歴からユーザーが求めるモノを推奨する
だけではなく、⼦ども将来の進路や伸ばしたい⼒、親の
想いを踏まえ、⻑期的な教育的視点も考慮した提案

＜社会にとっての価値＞
AI活⽤により、適量⽣産・適量消費が進み、環境への
負荷低減を実現する。モノ・サービスの流れは、B to C
だけでなく、C to Cのシェアリングもより⼀般的になり、
社会全体での資源の有効活⽤につながる

【出勤時に購⼊したモノを帰宅時に受取】

•C（⽗）とB（配送業者）、モノ（配送物）の
状況（リアルタイムな予定）に合せた
最適なタイミング、移動した場所（⼿元まで）
での⼿配・配送による受取・受渡が可能

•⼈と⼈、⼈とモノのみならず、時間や空間
（場所）の最適なマッチングが図れる

•結果として、再配送に要するコストの削減、
最適物量の最適時間配送がもたらす適量⽣産・
適量消費による資源の有効活⽤が進む

出所）産業技術総合研究所（広報ムービー）
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AI for your life ～暮らしに広がる人工知能～

コンセプトムービーのシーン解説④
VR/AR技術を用いて、故人とのコミュニケーションを実現し、その知識・経験を活用

【時空間を超えた世代間コミュニケーション】

•⼦どもの問いかけに対して、亡くなった祖⽗が有効
なアドバイスを返すことで、祖⽗の⾏動履歴に
基づく知識・経験を効率的に活⽤でき、⼦どもの
気づき（元々のアイデアのさらなる発展）を誘発

•時空間を越えた体験により、将来に夢を抱ける
状況を提供し、現在から将来に向けた
⼈⽣シミュレーションも可能

•⼦どもの能⼒特性の背景（家族の歴史等）に
よる精神的な繋がりを再確認し、
AIがさらなる進化を⽀援

出所）産業技術総合研究所（広報ムービー）
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AI for your life ～暮らしに広がる人工知能～

（放送業、映像・⾳声・⽂字情報制作業）
約4.4兆円

出所）平成28年度 情報通信⽩書、労働⼒調査、ほか
（数値は、2009~2016年までで最新のものを採⽤）

約30万⼈業界:情報サービス業
シーン：ニュース配信

医療・介護
⼦供の看病

⼈材派遣・斡旋業
シッターの⼿配

ﾚﾝﾀｶｰ・ｶｰｼｪｱ
カーシェアリング

⾳楽配信
運転時のBGM配信

内⾷市場
最適レシピ配信

CtoC/宅配
個⼈間取引

美容サービス
ネイルサロン

旅⾏案内・代理業
VR旅⾏ガイド

語学サービス業
VR旅⾏ガイド

学校外教育
⼦供の教育

登場サービス合計 約80兆円 約970万人

⽣活にAIが浸透することにより、ムービー中の⽣活サービスだけで80兆円市場に影響
AIや外部要因で縮⼩する市場、拡⼤する市場も含め、影響は2次的・3次的…に波及

コンセプトムービーに登場した、AI活用であり方が変わる生活サービスの市場は、
現状で約80兆円にのぼる。

市場規模 就業者数

約41.5兆円
(医療費)

約202万⼈
(医師、薬剤師、看護師)

（⼈材派遣業）
約3.9兆円 約119万⼈

約0.7兆円
(ﾚﾝﾀｶｰ、ｶｰｼｪｱ)

約6万⼈
(運輸付帯ｻｰﾋﾞｽ業)

約0.8兆円
(⾳声系ソフト市場)

約7万⼈
(映像情報制作・配給)

約7.1兆円
(料理品⼩売業)

約310万⼈
(飲⾷料品⼩売業)

約0.4兆円
(理容・美容等)

約74万⼈

約15.7兆円
(ﾓﾊﾞｲﾙｺﾏｰｽ、ﾄﾗｯｸ運送)

約144万⼈
(トラック運送事業)

約5.9兆円
(第1種~3種旅⾏業)

約11万⼈
(2009年、第1種~3種)

約0.3兆円
(語学サービス業)

ー

約1.3兆円
(補習・進学・通信教育)

約65万⼈
(学習塾等)

市場規模 就業者数
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介護と育児の
ダブルケア領域

・認知症の
医療、介護
等の費⽤

・育児の費⽤

⽣活者の⽀援
として境界領域

でのAI活⽤

新たなアプローチによる市場創造

さらに、官民の境界領域でデータ連携が進むと、新たなAI需要が創出され、新市場創造
に繋がる。例えば、前述のような介護・育児のダブルケア領域で数十兆円になる可能性有。

※
家族等による無償ケアのコスト

例：認知症の社会的費⽤
14.5兆円（2014年）

AIアプリケーション別
2015年度市場規模

3.0兆円
金融

製造

自動車

情報機器

軍事

出版

セキュリティ

医療・介護

コールセンター

広告・マーケティング

ホテル・宿泊施設

小売

現在

（厚⽣労働省委託調査、注参照）

（NRI推計）

⾏
政
関
連

企
業
関
連

数⼗兆
円規模

同左の領域
でのAI活⽤ ⼗兆

円規模

将来AIによる効果（例）
⺠間との境界領域で連携し、
新たな社会福祉⾏政も含んだ形で、
「新しい市場の創造」を⽬指したものになり、
インパクトが⼤きい
同様な官⺠の境界領域での市場創造で
インパクトがあった例
 グリーン家電エコポイント
⇒家電3品⽬（薄型テレビ、エアコン、冷蔵庫）は

約2.6兆円の販売押上げ、約５兆円
の経済波及効果。結果、年換算で約
32万⼈の雇⽤を維持・創出。
（経済産業省算出）

 健康ポイント ⇒予防・健康増進
 カーボンオフセット ⇒CO2削減

ΛΛ

既存サービス・業務の代替（効率化）
が多いため、市場規模の拡⼤は相対的
に⼤きくない

育児関連の費⽤
(待機児童問題等含む)<未推計>
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中長期的な業界をこえた連携の萌芽事例

AI活用のデータ連携や異業種連携のため、
「産業技術総合研究所AI技術コンソーシアム」が活動中。

コンソーシアムの概要

名称 ⼈⼯知能技術コンソーシアム
（略称AITC）

活動⽬的 シーズ・データ・ニーズをマッチングして
ビッグデータの成⻑スパイラルを回す
⼈⼯知能技術の社会実装の場

会員企業 幅広い業種から85社以上

コンソーシアムで活動するワーキンググループ(WG)

Human Life WG

データ・知識融合WG

データプラットホームWG

製造業WG

AIリビングラボWG

データマイニングWG

関⻄⽀部

AI技術活⽤ユースケースWG
(→NRIがリーダーを引き受けるWG

ムービー制作とは別に、今春から活動予定)



Copyright（C） Nomura Research Institute, Ltd. All rights reserved. 19

□ はじめに
 本⽇お伝えしたいこと
 NRIとAIST（産業技術総合研究所）の取り組みのご紹介

1. ⽇本企業におけるAI活⽤の現状と課題
 「よくあるAI活⽤議論」と「AI活⽤の本来果たす役割」のギャップ
 ⽇本企業のAI活⽤の進⾏度
 ⽇本企業が抱える課題

2. 課題解決に向けた新しいアプローチ
 AI活⽤の新たなアプローチ
 AI for your life 〜暮らしに広がる⼈⼯知能〜

（AISTと制作したムービーとその背景解説）
 新たなアプローチによる市場創造
 中⻑期的な業界をこえた連携の萌芽事例

3. 次なる課題
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（１） AIと企業価値の連動

単なるAI導入でなく、ビッグデータをAI活用によって高度化することで、企業価値の向上に
つながる。この因果関係を紐解き、企業経営との関係性を明確にすることが必要。

ア
ウ
ト

プ
⑁
ト

データ⽣成・収集 データ整備（情報化） 情報活⽤
（解釈・分析）

情報活⽤による
新たな価値創出

キ
␗

ワ
␗
ド

企
業
価
値
の
イ
メ
␗
ジ

AI活⽤による⾼度化

ソリューションの進化

ビッグデータの整備

①データの
将来価値

に対する評価
①

②説明⼒に
よるプラス評価

①

②ʼ説明⼒に
よるプラス評価
（追加分含）

①

②ʼ

③収益拡⼤
による追加

評価

その後は、企業⽐較が可能になる
（マーケットアプローチへ）

収
益
拡
⼤
分
の
イ
ン
カ
ム

ア
プ
ロ
␗
チ
に
よ
る

企
業
価
値
に
相
当
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（２） 企業経営の変革

 産業総合研究所のムービー「AI : Dynamic value creation」（現在制作中、近⽇公開予定）

<NRIが制作に協力>

企業の現場から産業全体にわたるAI活用のコンセプトムービーをさらに制作。
これまでのバリューチェーンや産業区分をこえ、新しいデータと人のつながりが生まれる。

農家 物流 レストラン 顧客

¥

¥ ¥

モ
ノ

モ
ノ

モ
ノ

農家 物流 レストラン 顧客
¥

モ
ノ

製造業

使⽤感の
即時FB

農家
“MPを通じた、
ノウハウの共有”

製造業h

“農業に適した
製品共同開発”

“製品/メニューの
共同開発”

製造業

Before
(AI活⽤前：現在)

⼀次元的で、
モノ・サービスとお⾦の

やり取りがメイン

レストランを中⼼に、2次元的で、
(=様々な関係者とつながる)、かつ繋がり⽅も様々

(=モノだけでなく、コトやデータ、場所やノウハウの共有も)

After
(AI活⽤後：将来)

医療機関

診断・治療
¥

¥

モ
ノ

¥

モ
ノ

MP

MP

MP

“ｱｲﾃﾞｨｱの共有”
“農作物共同開発”

例えば、従来のバリューチェーンを
超えた繋がりも可能に

“アレルギーや
⾷事制限の共有”

例えば、顧客接点以外の情報で
リスク低減/サービス⾼度化が可能に

例えば、取引の無い企業同⼠が、
マーケットプレースでマッチ・協業も可能に

MP

使⽤感の
即時FB

出所）産業技術総合研究所（広報ムービー）
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本日のまとめ

1. ⽇本企業におけるAI活⽤の現状と課題
 AI活⽤の本筋は、効率化や労働代替ではなく、⼈とAIの役割分担を通じた

新しい需要・市場の創造にある。
 しかしながら、⽇本企業が検討を進めている、AI活⽤のアプローチに問題がある。

2. 課題解決に向けた新しいアプローチ
 AI活⽤の取り組み⽅を、「ユーザー視点」、「データ連携」、「中⻑期」に変える。
 AI活⽤であり⽅が変わる⽣活サービスの市場は、現状でも約80兆円。

官⺠と境界領域でデータ連携が進み、新たなAI需要が創出されると、
将来は例えば、ダブルケアの領域だけでも市場創造が数⼗兆円にのぼる。

 既に、AI活⽤におけるデータ連携や異業種連携の活動が始まっている。

3. 次なる課題
 AI活⽤により、｢企業価値との連動｣や｢企業経営の変⾰｣につなげていく。

（AISTにて、新たなコンセプトムービーを発表予定）




